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(57)【要約】
【課題】夜間や太陽光が弱い天候のときでも、さらには
屋内でも発電可能なノイズ電流リサイクルシステムを提
供する。
【解決手段】ノイズリサクル発電システムにおける発電
装置１を、光発電セル２、発光ユニット３、避雷器（Ｓ
ＰＤ）４及び蓄電池５とから構成する。発電装置１を、
ＬＥＤ及び／又は有機ＥＬからなる発光ユニット３と発
電セル２の受光面とをサンドイッチ状且つ多段に積層し
たボックス状に構成する。光発電セル２で発電した電流
、ノイズ（電磁波・静電気・磁気）電流を一定の配電用
電流として蓄電池５に蓄え、雷・静電気の過剰電流を避
雷器（ＳＰＤ）４の応答開始電圧の異なる素子を組み合
わせて配置し、接地抵抗の異なるアース極（等電位アー
ス極）に電流を放流して照明器具１０等の電気機器を保
護しつつ、ノイズ電流及び雷・静電気の過剰電流をコン
バーター６で一定の電流に変換して電力として供給する
。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ノイズ（電磁波・静電気・磁気）電流を一定の配電用電流として蓄電池に蓄え、雷・静電
気の過剰電流を直撃雷避雷器クラス▲１▼（１０／３５０μｓ：ＳＰＤ酸化亜鉛単独又は
ギャップと酸化亜鉛の直・並列接続素子を組み合わせたボックス）と誘導雷避雷器クラス
▲２▼・クラス▲３▼（８／２０μｓ・１．２／５０μｓ：ＳＰＤ酸化亜鉛単独又はギャ
ップと酸化亜鉛の直・並列接続素子を組み合わせたボックス）の応答開始電圧の異なる素
子を組み合わせて配置し、接地抵抗の異なる複数のアース極を並列接続したアース極又は
等電位アース極（敷地内の地層の水平・垂直地層のニアバイアース極）に電流を放流して
電気機器を保護しつつ、前記ノイズ電流及び雷・静電気の過剰電流をコンバーターで一定
の電流に変換して電力として供給することを特徴とするノイズリサクル発電システム。
【請求項２】
発電設備（原子力・水力・火力・風力・太陽光）や、ビルや木造農業用ハウス・プラント
設備等の建築物の鉄筋や鉄骨あるいは電線に流れる過剰電流のノイズ電流（雷・静電気・
電磁波）を、避雷器（ＳＰＤ）を介して大地に流しながらコンディショナーを介してリサ
イクルした電力、屋内外の交流電力の線路抵抗の異なる電線に流れる過剰電流（ノイズ電
流）をフィルター回路を使用して電子機器を守りつつ電力会社又は敷地内電力設備のトラ
ンスのアース極に漏れ電流として流していた過剰電流を、等電位アース極に回避回路を設
け、回避した電流をＤＣ／ＤＣコンバーター回路を介して光源に供給し、当該光源により
発電セルに光を照射して発電することを特徴とする請求項１記載のノイズリサクル発電シ
ステム。
【請求項３】
光源がＬＥＤ及び／又は有機ＥＬであることを特徴とする請求項２記載のノイズリサクル
発電システム。
【請求項４】
発電セルと光源をサンドイッチ状に積層したこと特徴とする請求項２又は請求項３記載の
ノイズリサクル発電システム。
【請求項５】
周辺の騒音による音響波によって駆動される集音スピーカユニット、風圧又は、その他の
振動により発電体を駆動する圧電素子を備えていることを特徴とする請求項１乃至請求項
４のいずれかに記載のノイズリサクル発電システム。
【請求項６】
屋外照明・電気自動車やプラグインハイブリッド等に取り付けたマイクロ風力（クーラー
の屋外機や屋内機の風力）発電や振動発電素子で得られた電力又は電線からの漏れ電流を
合成することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれかに記載のノイズリサクル発電
システム。
【請求項７】
無線電波を受信するアンテナからの受信電流又は、交流電力回路のプラス・マイナス電線
に低周波／高周波・超高周波フィルター(ロウパス・ハイパスフィルター)のプラス極とマ
イナス極に夫々並列接続されたコンデンサーのマイナス極にニアバイアース極（並列接続
）を設け、プラス極とマイナス極の電線に乗ったノイズ電流を等電位アース極に接続した
アースケーブルをカレントセンサーのリングに貫通し、流れたノイズ電流から発電させる
か、又は、前記アース極と接続したＤＣ・ＤＣコンバーターの１次側端子と、トランス側
と接続されていない等電位アース極に接続したアース極にノイズ電流を流し、コンバータ
ーの２次側に発電された電流をＬＥＤ・有機ＥＬ照明のプラス極に供給し、且つ応答開始
電圧の異なるＳＰＤ（避雷器を直列・並列に複数個接続した）をフィルター１次側に並列
接続し高電圧の静電気や雷ノイズ電流は、ＤＣ・ＤＣコンバーターの1次側のアウト端子
と接続した等電位アース極に流すことで、コンバーターやＬＥＤ照明・有機ＥＬ内の素子
を守ることを特徴とするノイズリサクル発電システム。
【請求項８】
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応答開始電圧の異なる素子の酸化亜鉛とギャップ式素子を並列接続した素子又は、応答開
始電圧の異なる酸化亜鉛素子を直列並列に組み合わせた素子を電力回路・電源回路（蓄電
池・太陽光発電セル・電気自動車内蓄電池）のメタルケーブルに接続し、素子のアース端
子にニアバイアースされたケーブルにマグネット（カレントセンサー）を貫通させ酸化亜
鉛素子から微量に流れる電流をカレントセンサーに巻きつけているコイルに流して起電力
を発生させ、発生させた電流を、分電盤内のＬＥＤ照明・サーバーラック内ＬＥＤ照明・
計装ボックス内ＬＥＤ照明の電源基板や電子機器（ネットワークハブ・監視カメラ・放電
設備等々）の直流端子に接続し、電力供給することを特徴とするノイズリサクル発電シス
テム。
【請求項９】
広大な敷地の工場や空港、港、学校、病院、農場、高速道路、鉄道、地下鉄等々の敷地又
は敷地内道路等の屋外の電柱に取り付けている碍子に取り付けている電線や通信線（電話
線・光通信ケーブルと一体型になったケーブルのメッセンジャーワイヤー（支線）や、電
柱と電柱間に敷設されたアースケーブルに大地に埋設されたアースケーブルを並列接続し
、並列接続されたアースケーブルにカレントセンサー（マグネットリング）を取り付け、
カレントセンサーに流れるノイズ電流を、ＤＣ／ＤＣコンバーターで整流し、リサイクル
発電装置に電力供給し、外灯の電源とし、前記請求項１から請求項９のシステムに、電流
・電圧計のデータと、ノイズ電流の監視システムを光通信システムと無線ＬＡＮシステム
で、遠隔地に通信し、少なくとも二極間以上のシステムを監視することを特徴とするノイ
ズリサイクル発電システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築物の鉄筋や鉄骨あるいは電線（交流単相／３相電力用・直流回路用・ア
ースケーブル・メッセンジャーケーブル）やシールドケーブルに流れる過剰電流のノイズ
電流（雷・静電気・電磁波）を、フィルター（低周波・高周波・超高周波）単独、又は、
避雷器（ＳＰＤ）単独か、フィルターと避雷器の組み合わせ回路を介して、大地に流すと
共に、マグネット（カレントセンサー）又はコイル（コンディショナー）コンディショナ
ーでリサイクルした電力をＬＥＤ・有機ＥＬの直流回路又は照明の交流回路に接続し、ケ
ース内に収納された、複数枚の太陽光発電セルの光源のエネルギーとして再利用するノイ
ズ電流リサイクル発電システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在、地球温暖化による異常気象の一因である化石燃料使用による二酸化炭素の排出量
の削減を目的として、化石燃料依存から脱却すべく太陽光発電・風力発電・原子力発電・
地熱発電・水力発電・振動発電等を駆使して電力供給を推進している。その中でも太陽エ
ネルギーはとくに注目されている。
【０００３】
　従来のほとんどの発電機は、ダイナモを回転運動させる等の機械的な動作から電気エネ
ルギーを得る仕組みであり、その動力源として水力、風力、火力、原子力を利用している
。一方、太陽エネルギーを電気エネルギーに変換する装置において、現在最も使用されて
いるのが太陽光発電セル（以下、単に発電セルという）である。発電セルは、照射された
太陽光線から直接発電する複数の光電半導体を備える。光電半導体の発電原理を概説する
と、高純度のシリコン結晶等に不純物を加え半導体材料に異なる性質を与える。例えば、
ホウ素を加えてＰ型半導体とする。若しくはリンを加えてＮ型半導体とする。Ｐ型半導体
とＮ型半導体とを結合した場合、太陽光線が入射すると、Ｎ型半導体内の電子が励起され
てＰ型半導体内に移動する。但し、戻ることはない。したがって、一方向のみ導電し、Ｐ
型半導体とＮ型半導体の接合面に電子が拡散することによって大量の自由電子が発生し、
この自由電子が移動して電流が発生する。すなわち、半導体の接合面に電位差が発生する
ことによって発電する仕組みである。当初、発電セルは、電卓や腕時計などの小型電気機
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器や人口衛星に使用される程度であったが、現在は、大型の発電セルが自家発電等の電力
供給用として使用されている。このように、太陽光発電セルによる電力を建物や車両の動
力として利用する場合、発電セルが太陽光を十分受光できる場所に設置する必要がある。
【０００４】
　そこで、太陽光の発電効率を高めるために、発電パネルの表裏両面で受光できる発電モ
ジュールが開発された。かかる発電モジュールは表裏両面に太陽光発電セルが配置されて
いる。すなわち、発電モジュールを傾斜させて設置し、太陽光発電セルの表面を太陽光に
向けて、照射される太陽光を直接受光すると共に、モジュールの背面側に反射鏡を設け、
透過した太陽光線を反射させて太陽光発電セルの裏面に再度入射させて両面ともに太陽光
を照射するものである（例えば、特許文献１参照。）。
【０００５】
　また、特許文献２に記載されているように、少量の電力で高い照度が得られるＬＥＤ（
発光ダイオード）を利用し、これをソーラーセルに照射して蓄電しておく発電装置や支持
板上に樹脂に封入された太陽電池セルを固着し、且つ太陽電池セルと太陽電池セルの間の
支持板に透孔が複数穿設されて、複数の太陽電池セルを有するパネル状の太陽電池モジュ
ールと、太陽電池モジュールの平面視面積とほぼ同じ面積の反射面を有し、且つ該反射面
をピラミッド型に隆起させて乱反射可能とした反射板と、内面に反射
面が形成され、反射板の反射面と太陽電池セルの受光面とを所定距離を保って相対向する
ように配置して、反射板の外周部と太陽電池モジュールの外周部を取り込んで両者を連結
する側板とを備える光電ユニットが、所定隙間を設けて枠体で固定され多段に積み上げら
れた積層ユニットと、太陽光の集光装置と、この集光装置に一端を接続させる一方、他端
が分岐チューブとなり、該分岐チューブは各光電ユニット間の前記隙間に入り込んでその
先端の発光口が支持板の透孔から覗くようにして、各太陽電池モジュールに接続される光
ファイバーケーブルを具備し、集光装置で集光した光が光ファイバーケーブルで太陽電池
モジュールへ伝送され、透孔に挿着された光ファイバーケーブルの発光口からの太陽光の
入光ビームが前記反射板の反射面に当たって反射し、その反射ビームが太陽光発電セルに
入光して発電できるようにした装置（特許文献３参照。）が提案されている。
【０００６】
　太陽光発電システムを構成する発電モジュールの多くには「スーパーストレート方式」
と呼ばれる構造が採用されている。これは直列又は並列に配線された複数個の太陽電池素
子を透明な樹脂を介して受光面の強化ガラス板と裏面の耐候性フィルムで挟持したパネル
構造で、その周囲をアルミ等の枠材で支承した構造である。この発電モジュールは、通常
、架台と呼ばれる金属枠の構造体に取り付けて固定される。そして、取り付けにおいては
、発電モジュールを支える枠材に設けられた穴と架台の穴とをボルト・ナットで締結する
。また、発電モジュールの裏面には出力端子が設けられており、発電モジュール内部で接
続された太陽光発電セルの配線端に電気的に接続されている。モジュール間の接続は各モ
ジュールの出力ケーブルの一端が電気的に直列又は並列に接続されて所定の電流電圧が得
ることができるようにされている。
【０００７】
　各発電モジュールを直列に接続する場合には、隣り合う出力ケーブルの＋側と－側を接
続し、また並列に接続する場合には、＋側母線と－側母線を布設して出力ケーブルをそれ
ぞれ極性の同じ母線に接続することにより配線することができる。これら出力ケーブルを
固定するためには予め架台に小さな穴を設けてバンドを巻きつけて固定するか、または架
台に設けられた穴にネジを切り、束線バンドを架台にネジ止めする方法が採用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開昭６１－１７４７７９号公報
【特許文献２】特開２００４－３２０９７６号公報
【特許文献３】特許第３８１８６５１号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、例えば、上述した両面照射式の太陽光発電モジュールは、透過した太陽
光線が鏡に反射して発電セルに再入射可能なだけの距離や間隙、すなわち反射に必要な空
間を要し、結果的には設置面積や設置容積が嵩むという欠点がある。しかも、太陽光の照
射が減少すると、反射光も充分に得られなくなり発電効率が低下する。したがって、日中
で、しかも利用できる時間帯が制約されるという従来の太陽光発電と同様の課題がある。
また、バックライトの一方側に反射効率の高い突起部を形成して発電効率を上昇させよう
とするものもあるが、この方法では、発電モジュール全体の厚みによって突起部の高さが
制限されるので、太陽光を充分に反射させているとは言い難く、これもまた充分な発電効
率を得ることはできない。
【００１０】
　また、太陽の追尾装置を用いて、発電セルに対する太陽光線の照射角度を常時垂直に近
い状態にし、さらに傾斜角度を調整できる鏡を設けて垂直照射以外の光線も反射させて発
電効率を高める装置がある。しかし、このような装置は構造が複雑で製造コストも自ずと
嵩む。通常、太陽発電セルは、太陽光が照射される建物屋上に固定されるものや、壁又は
大地に据え付けるシステムで、そもそも発電セルを移動可能に設置することが既設の建物
に対しては困難であり、このような可動設備の設置は主として新築する場合に限られる。
【００１１】
　太陽が地上に照射する平均エネルギーを電力に換算すると、約１ｋＷｈ／ｍ２である。
例えば、交換効率１４％の太陽光セルを用いると１時間当たり１４０Ｗの電力が得られる
 (最新のアモルファスシリコン（ａ－Ｓｉ）ＨＩＴの交換効率でさえ約２２％程度である
。)。しかし、この１４０Ｗｈの出力が得られるのは、晴天で、しかも太陽光がセル面に
直射しているときだけである。
　晴天・・・１４０（Ｗ）×４(時間)＝５６０Ｗｈ
  曇天・・・　８０（Ｗ）×６(時間)＝４８０Ｗｈ
  雨天・・・　４０（Ｗ）×２(時間)＝　８０Ｗｈ
  夜間・・・　　０（Ｗ）×１２ (時間)＝０Ｗｈ
　上記数値を太陽光直射時間とした場合、一日の出力は１１２０Ｗｈとなり、表面積１ｍ
２のセルで１時間当たり４０Ｗ程度の電力しか得られない。一般家庭で必要とされる電力
量は、一日当たり約３ｋ（３０００）Ｗ程度とされている。
【００１２】
　現在の太陽光発電装置は一般的に一層の太陽光セルを平面的に配列し、架台に展翅して
設置される。太陽光発電セル構造において、例えば、透明電極とアモルファス・シリコン
（Ｐ型／Ｉ型）と単結晶シリコン（Ｎ型）とアモルファス・シリコン（Ｉ型／Ｎ型）を配
列し、透明電極が接続された構成である。１０ｃｍ×１０ｃｍ×０．５ｃｍの太陽光セル
の出力を１時間当たり０．５Ｖ×２Ａ（１Ｗｈ）とすると、１ｍ２のセルで１００Ｗｈ～
１４０Ｗｈ（平均１００Ｗｈ）程度の電力しか得らない。したがって、一般家庭で要する
一日当たりの電力量を得るためには、発電セルの面積は約３０ｍ２ (９坪～１０坪)程度
が必要となり、長い日照時間があることが好ましい条件となり、太陽光発電のみで一日分
の電力を賄うことは現状では難しい。
【００１３】
　一方、本発明者は、先に、太陽光発電装置の架台やアングルが直撃雷を受けた場合、等
電位アース極から落雷電流を大地に流して発電する工法を提案している。他にもスマート
グリットとして一般家庭や工場等で自家発電された電力を遠隔地で監視するシステム、光
通信ネットワークの雷対策と等電位アース工法、電線や通信線に発生するノイズ電流を大
地に逃がす工法を提案している。
【００１４】
　そこで、本発明者は、太陽光発電システムに、小電力でも高い照度が得られるＬＥＤや
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有機ＥＬ照明を単体か組み合わせ、その光源基板と複数枚の太陽光パネルをケース又はボ
ックスに収納し、複数枚をサンドイッチ状に配列し、照射させ、直列・並列接続された太
陽光パネルから発電した電力を蓄電池に蓄えることを考案し、さらに、電線（交流単相／
３相電力用・直流回路用・アースケーブル・メッセンジャーワイヤー）やシールドケーブ
ルから漏洩する僅かな電流や受信するノイズ（雷・静電気・電磁波・磁気）等、電子機器
の作動には本来不要なノイズ電流を安定した電力としてリサイクルすることが可能である
と考察し、本発明をするに至った。本発明は、夜間や太陽光が弱い天候のときでも、さら
には太陽が当たらない建築物の壁や、トンネル内や屋内、さらに乗り物の航空機・船舶・
自動車・電車内の空間に取り付けることで、発電が可能になり、その電力を蓄電池に蓄え
ることで、照明や電子機器の電源の直流回路に直接接続することも、交流回路に接続する
こと、電気自動車の充電も可能なノイズ電流リサイクル発電装置を提供することを目的と
する。
【００１５】
　本発明では、光発電セルを使用して発電した電力の一部を使用し、さらにＬＥＤ（発光
ダイオード）又は有機ＥＬを発光させて発電を行う、また、屋内外に敷設したアンテナに
流れる電流（電波）や、建築物の鉄筋や鉄骨あるいは電線（交流単相／３相電力用・直流
回路用・アースケーブル・メンセンジャーケーブル）やシールドケーブルに流れる過剰電
流のノイズ電流（雷・静電気・電磁波）を、フィルター（低周波・高周波・超高周波）単
独、又は避雷器（ＳＰＤ酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜鉛の並列接続素子）単独か、
フィルターと避雷器（ＳＰＤ酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜鉛の並列接続素子）の組
合わせ回路を介して大地に流すと共に、マグネット（カレントセンサー）又は、コンディ
ショナー（コイル・ＤＣ／ＤＣコンバーター）でリサイクルした電力、電波と音声電流に
よって起電する微量の電流を合成した電流でＬＥＤ又は、有機ＥＬの交流回路又は、直流
回路に流し、ＬＥＤ又は、有機ＥＬを発光させ、この複数枚のＬＥＤ又は有機ＥＬ基板か
ら発光する光を、ケース又はボックスにサンドイッチ状に収納した複数枚の太陽電池セル
にＬＥＤ又は有機ＥＬの光を照射して発電する。すなわち、従来は不要なノイズとして処
理され、熱として発散されてしまっていたような微弱な電気エネルギーを集約して太陽光
発電セルの光源のエネルギーとして再利用するものである。さらに、電力や電源に使用し
ている電線やアンテナ線に流れる雷・静電気・電磁波の過剰電流を、フィルター（低周波
・高周波・超高周波）単独、又は避雷器（ＳＰＤ酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜鉛の
並列接続素子）単独か、フィルターと避雷器（ＳＰＤ酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜
鉛の並列接続素子）の応答開始電圧の異なる素子を組み合わせ配置し、落雷電流や稲光で
電線に流れるサージ電流、電磁波の各々、周波数の異なる電流を、接地抵抗地の異なるア
ース極（等電位アース極）に電流を流し、電子機器を守りながら電磁波・静電気・磁気・
雷電流をコイル又はカレントセンサーに流れた電流をコンバーター（コイル・ＤＣ／ＤＣ
コンバーター）で一定の電流に変換する方法も組み合わせる。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　このため、本発明のノイズ電流リサクル発電システムでは、電線（交流単相／３相電力
用・直流回路用・アースケーブル・メッセンジャーケーブル）やシールドケーブルに流れ
る雷・静電気・電磁波・磁気の過剰電流をフィルター（低周波・高周波・超高周波）単独
、又は避雷器（ＳＰＤ酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜鉛の並列接続素子）単独か、フ
ィルターと避雷器（ＳＰＤ酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜鉛の並列接続素子）の応答
開始電圧の異なる素子を組み合わせ配置し、接地抵抗の異なるアース極（地層の水平地層
と垂直地層を等電位接続し敷地内層の等電位アース極）に電流を流し、電子機器を保護し
ながら、電磁波・静電気・磁気・雷電流をコンバーターで一定の電流に変換して電力とし
たり、又はノイズ電流を一定の安定電源として蓄電池に蓄え、落雷時にアース極から電線
に逆流防止を施したことを第１の特徴とする。
【００１７】
　より具体的には、建築物の鉄筋や鉄骨あるいは電線（交流単相／３相電力用アースケー
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ブル・メッセンジャーケーブル・直流回路用）やシールドケーブルに流れる過剰電流のノ
イズ電流（雷・静電気・電磁波）を、避雷器（ＳＰＤ酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜
鉛の並列接続素子）を介して大地に流しながらコンディショナーを介してリサイクルした
電力、日本国内の電力回路（国外の回路は単独アース回路）では、敷地内の電線を敷設し
ている電柱の上段に張られているアースケーブルに流れているノイズ電流や、電線に流れ
る過剰電流からフィルター回路を使用して電子機器を守りつつ電力会社又は敷地内電力設
備のトランスのアース極に漏れ電流として流していた過剰電流を、等電位アース極に回避
回路を設け、回避した電流をカレントセンサー又はＤＣ／ＤＣコンバーター回路を介して
、電子機器（例えば、自動販売機直流回路・ネットワークＨＵＢ直流回路・分電盤内のＬ
ＥＤ照明直流回路・屋内外のＬＥＤ直流回路・有機ＥＬ機器内直流回路監視カメラ・防犯
機器センサ回路）の直流回路に電流を供給するか、又は、光源に供給し、当該光源により
発電セルに光を照射して発電することを第２の特徴とし、光源がＬＥＤ又は有機ＥＬであ
ることを第３の特徴とする。さらに、発電セルと光源をサンドイッチ状に積層したことを
第４の特徴とする。さらに、周辺の騒音による音響波によって駆動されるスピーカユニッ
ト、風圧又はその他の振動により駆動する発電体の圧電素子を備え、自動販売機や電気自
動車内の発電や屋外の充電システムのケーブルに搭載することで、充電ケーブルからの漏
れ電流をリサイクル発電することができることを第５の特徴とする。
【００１８】
　換言すれば、本発明は、電波、電力ケーブルからの漏洩電流をリサイクルするものであ
る。電波と漏洩電流は、ＡＣ電源ケーブルにフィルター（ローパス・ハイパス）を直列に
接続し、この電源ケーブルに並列に接続されたコンデンサーのマイナス端子と電源のマイ
ナス端子を並列に接続し、そのマイナス端子に接続したケーブルを、大地に接続した等電
位アースケーブルに接続することで、送電設備のトランスに流れるはずの漏洩電流を、ト
ランスの１次側から敷地内等電位アース極に流してトランス二次側から安定した電力とし
て取り出すことができる。
【発明の効果】
【００１９】
（１）発電セルとＬＥＤや有機ＥＬ等の発光体（人工光源）をサンドイッチ状に積層する
ことで、単位容積における発電セルの受光面積はセルと発光体とを重ねれば重ねるだけ拡
張でき、発電装置の省スペース化を図ることができる。しかも、交流基板を使用せず直流
基板に電力を供給することで、交流基板からの熱と部品を削減できる。
（２）屋内外の照明のケース内や農業用ビニールハウスや、自動販売機の内部・電気自動
車内部や、電気自動車や携帯電話の充電システムや、高層建築物の日陰になる建物、陸橋
、道路のガードレール、地下鉄構内や、地下街、高速道路の日陰のスペース高架道下など
の日の当たらないスペース等、太陽光の直射を得られない場所や階段下、床下、天井内、
船舶や自動車内部に設置することも可能であり、停止しているときも運転中でも発電が可
能である。
（３）太陽光を受けることができない夜間や雨天、曇天等の天候の悪い日や屋内であって
も、微小な電力で強力に発光するＬＥＤや有機ＥＬの光を利用して発電でき、且つ移動が
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明に係る発電装置構造を模式的に示す正面図である。
【図２】本発明に係るノイズリサイクル発電システムの一例を示す構成図である。
【図３】本発明に係るノイズリサイクル発電システムの他の例を示す構成図である。
【図４】建物基礎におけるマグネット発電構造を示す斜視図である。
【図５】フィルター回路（平滑回路）の一実施例を示す回路図である。
【図６】本発明に係るノイズリサイクル発電システムの他の例を示す構成図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
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【００２１】
　以下に、本発明の実施の形態を図面に示す実施例に基づいて説明する。
　図１に示すように、本発明に係るノイズリサクル発電システムにおける発電装置１は、
概略、発光ユニット３は、避雷器（ＳＰＤ酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜鉛の並列接
続素子）４及び蓄電池５とから（スイッチは省略する）構成されている。発電装置１は、
ＬＥＤ及び／又は有機ＥＬからなる発光ユニット３と発電セル２の受光面とをサンドイッ
チ状且つ多段に積層した収納ボックス状又はケースであり、収納ボックス又はケースの表
面に光発電セルを取り付けることもできる。光発電セル２は太陽光等を受けて発電できる
公知物で、パネル状に形成されている。光電池セル２は性質の異なるＰ型、Ｎ型の半導体
を重ね合わせたもので、これに光が照射すれば電子と正孔が発生し、正孔がＰ型半導体側
へ、電子がＮ型半導体側へ引き寄せられ、電流が流れ電気を取り出すことができる。
【００２２】
　図２に、本発明に係るノイズリサクル発電システムの概要を示す。本システムでは、ノ
イズ（電磁波・静電気・磁気）電流を一定の配電用電流として蓄電池５に蓄え、雷・静電
気の過剰電流をフィルター（低周波・高周波・超高周波）７単独又は避雷器（ＳＰＤ酸化
亜鉛単独かギャップと酸化亜鉛の並列接続素子）４単独かフィルター７と避雷器（ＳＰＤ
酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜鉛の並列接続素子）４の応答開始電圧の異なる素子を
組み合わせて配置し、接地抵抗の異なるアース極（等電位アース極）に電流を放流して照
明器具１０等の電気機器を保護しつつ、ノイズ電流及び雷・静電気の過剰電流をコンバー
ター６で一定の電流に変換して電力として供給するものである。
【００２３】
　図３及び図４に示すように、とくに、建築物の鉄筋や鉄骨あるいは電線に流れる過剰電
流のノイズ電流（雷・静電気・電磁波）を、電源用フィルター（低周波・高周波・超高周
波）７単独、又は避雷器（ＳＰＤ酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜鉛の並列接続素子）
４単独か、電源用フィルター７と避雷器（ＳＰＤ酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜鉛の
並列接続素子）４を介して大地Ｇに流しながらＤＣ／ＡＣコンディショナー１６を介して
リサイクルした電力、無線電波や電線に流れる過剰電流から同調回路７Ａ及び検波回路７
Ｂからなるフィルター回路（平滑回路）７を使用して、分電盤１７に供給し、電子機器の
基板１７Ａや照明機器内部の基板１０を守りつつ電力会社又は敷地内電力設備のトランス
のアース極に漏れ電流として流していた過剰電流を、等電位アース極に回避回路を設け、
回避した電流をＤＣ／ＤＣコンバーター６を介して発光ユニット（光源）３に供給し、光
源３により光発電セル２に光を照射して発電するものである。こうして安定供給される電
力をもとに、ＬＥＤや有機ＥＬにからなる発光ユニット３に電力供給して発光させること
により、光発電セル２を用いて夜間も発電可能とする。
【００２４】
　また、電波を鉄筋・鉄骨と接続されたアースケーブルから大地の等電位アースに流した
電流と無線アンテナ８で受信して得られる電力と周辺の騒音による音響波によって駆動さ
れる集音スピーカー９と、スピーカー９の振動に応じて駆動する圧電素子により発生する
電力、建築物の壁面等に設けられた電磁シールド（金網）１３等が捕捉した電磁波、さら
に、マイクロ風力（クーラーの屋外機や屋内機の風力）発電で得られた電力を合成して蓄
電することも可能にされている。
【００２５】
　図５及び図６に示すように、無線電波を受信するアンテナ８からの受信電流又は、交流
電力回路のプラス・マイナス電線に低周波／高周波・超高周波フィルター(ロウパス・ハ
イパスフィルター)７のプラス極とマイナス極に夫々並列接続されたコンデンサーのマイ
ナス極にニアバイアース極（並列接続）を設け、プラス極とマイナス極の電線に乗ったノ
イズ電流のみを、アース極Ｇと接続したＤＣ・ＤＣコンバーター６の１次側端子と、トラ
ンス側と接続されていない等電位アース極に接続したアース極にノイズ電流を流し、コン
バーター６の２次側に発電された電流をＬＥＤ・有機ＥＬ照明１０のプラス極に供給し、
且つ応答開始電圧の異なるＳＰＤ（酸化亜鉛単独又はギャップと酸化亜鉛の並列接続素子
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：クラス▲１▼：１０／３５０μｓ）４、避雷器（ＳＰＤ：クラス▲２▼：８／２０μｓ
）４Ａ、避雷器（ＳＰＤ：クラス▲３▼：１．２／５０μｓ）４Ｂをフィルター７の１次
側に並列接続し高電圧の静電気や雷ノイズ電流は、ＡＣ・ＤＣコンバーター６Ａ又はＤＣ
・ＤＣコンバーター６Ｂの１次側のアウト端子と接続した等電位アース極に流すことで、
コンバーター６Ａ又は６ＢやＬＥＤ照明・有機ＥＬ１０内の素子を守ることができるよう
にされている。
【００２６】
　さらに、応答開始電圧の異なる素子の酸化亜鉛とギャップ式素子を並列接続した素子又
は、応答開始電圧の異なる酸化亜鉛素子を直列並列に組み合わせた素子を電力回路・電源
回路のメタルケーブルに接続し、素子のアース端子にニアバイアースされたケーブルにマ
グネットリング（カレントセンサー）１２を貫通させ酸化亜鉛素子から微量に流れる電流
によってカレントセンサー１２に巻きつけているコイルに起電力を発生させ、発生させた
電流を電源基板の直流端子に接続し、電力供給するようにしてもよい。叙述したように発
電した電力を蓄電すると、太陽光が取り込めない夜間や日陰でも発電することができる。
集音スピーカー９は、飛行場の近隣、電車の線路付近、車道等の騒音の大きな場所に取り
付けるとよい。また、この騒音と漏洩電磁波による発電装置を自動販売機１４や電気自動
車１５に備えると、夜間や停車時にも発電できる。また、マグネットリング（カレントセ
ンサー）１２の透孔に電線を貫通させると、電線からの漏洩電磁波により起電力が発生す
るのでこれもリサイクルできる。
【００２７】
　地球上を飛び交う電波を無線アンテナ８で受信し、その電流と集音スピーカー９からの
電流と、電線に流れる漏れ電流をアンテナ８で受信し発電する。また、光発電セル２にＬ
ＥＤ光や電波を照射し、これを複数枚重ねてボックスに収納し発電した電力を蓄電すると
、太陽光だけでは発電できない時間帯も発電でき、同じ設置スペースで数倍発電ができる
。また、集音スピーカー９は民間空港・航空自衛隊基地や軍用機の近隣、線路近隣、車道
近隣に設置すると、騒音と電波で発電する。また、この騒音と電波の発電システムを電気
自動車１５内に設置すると、夜間や停車時にも発電できる。
【００２８】
　マグネットリング（カレントセンサー）発電は、マグネット中央に電線を貫通させると
電流が流れる。この電流は電力会社から供給される電力のうちのロス電流である。このロ
ス電流を蓄電してリサイクルする。電気自動車１５内の蓄電池５とは電磁シールド１３さ
れた電線は数キロメーターに及び同じロス電流が発生している。また、太陽光発電は光発
電セル２から得られたＤＣ／ＡＣコンディショナー１６により直流電流を例えば三相交流
に変換して使用されるが、三相のうち一相はアースして捨てられる電流である。
【符号の説明】
【００２９】
１　　　ノイズリサイクル発電装置
２　　　光発電セル
３　　　発光ユニット（ＬＥＤ又は有機ＥＬ）
４　　　避雷器（ＳＰＤ：クラス▲１▼：１０／３５０μｓ）
４Ａ　　避雷器（ＳＰＤ：クラス▲２▼：８／２０μｓ）
４Ｂ　　避雷器（ＳＰＤ：クラス▲３▼：１．２／５０μｓ）
５　　　蓄電池
６Ａ　　ＡＣ・ＤＣコンバーター
６Ｂ　　ＤＣ／ＤＣコンバーター
７　　　ノイズ電流発電回路（音声振動電流・周波数・ノイズ電流）
７Ａ　　同調回路（無線周波数）
７Ｂ　　検波回路
８　　　無線アンテナ
９　　　集音スピーカー
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１０　　照明器具（電気機器）又はＬＥＤ／有機ＥＬ
１１　　鉄骨又は鉄筋
１２　　マグネットリング（カレントセンサー）
１３　　電磁シールド（金網）
１４　　自動販売機
１５　　電気自動車
１６　　ＤＣ／ＡＣコンディショナー
１７　　電力分電盤
１７Ａ　フィルター（低周波・高周波・超高周波）
１８　　スイッチ
１９　　リストバンド
２０　　カウンター
Ｇ　　　グランドアース
Ｂ　　　ブレーカー

【図１】

【図２】

【図３】
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